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非
核
の
政
府
・
自
治
体
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
・
市
民
の
共
同
の
力
で 

 

２
０
２
０
年
に
核
な
き
世
界
を
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効
を
！ 

 

被爆７５年 関西から歴史的な年にしよう！…関西原水協学校… 

核兵器禁止条約批准国 

１月２３日南アメリカのパラグアイが批准 

35か国（あと 15か国で 50か国に） 

ヒバクシャ国際署名数 

５９万 １４２１ 筆（１月 28 日現在） 

 

2020年100万筆、あと42万筆を集め国連に届けよう！ 

▲終末時計を報じる朝日新聞（1月24日） 

                                         

で
、

政治 

 

新
年
恒
例
の
関
西
原
水

協
学
校
が
滋
賀
県
守
山
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
の
講
義
は
、

「
２
０
２
０
年
・
被
爆
７

５
年―

核
兵
器
廃
絶
の
転

換
点
に
し
よ
う
ー
一
人
一

人
の
行
動
が
世
界
を
変
え

る
ー
」
と
題
し
て
日
本
原

水
協
土
田
弥
生
事
務
局
次

長
が
、
豊
富
な
国
際
会
議

の
経
験
を
通
し
て
今
年
の

重
要
な
原
水
爆
禁
止
運
動

の
課
題
を
講
演
さ
れ
ま
し

た
。 

 

ま
ず
は
じ
め
に
、
２
０

２
０
年
の
幕
開
け
が
核
保

有
大
国
の
横
暴
さ
が
、
人

類
生
存
に
大
き
な
危
機
を

与
え
て
い
る
状
況
だ
と
指 

摘
。
国
連
の
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総

長
は
「
核
兵
器
に
よ
る
差
し
迫
っ

た
危
険
は
、
単
な
る
仮
定
や
は
る

か
遠
い
将
来
の
も
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
現
在
リ
ア
ル
に
存
在
す
る

も
の
だ
」
と
危
機
を
訴
え
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
の
イ
ラ
ン
合
意
か
ら
の
離
脱
で

イ
ラ
ン
Ｎ
Ｐ
Ｔ
脱
退
示
唆
、
戦
争

の
危
険
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

人
類
生
存
の
二
つ
危
機
（
①
大 

量
破
壊
兵
器
②
気
候
変
動
の
緩
和 

や
適
応
の
失
敗
）
の
解
決
に
責
任 

を
負
う
べ
き
国
々
が
、
危
機
の
原 

因
を
作
り
、
解
決
策
を
示
す
の
で 

は
な
く
、
さ
ら
に
悪
化
さ
せ
て
い 

る
、
こ
れ
こ
そ
が
危
機
だ
と
指
摘 

し
ま
す
。 

な
ぜ
、
２
０
２
０
年
を
廃
絶
の

転
換
点
に
す
る
の
か
？
核
兵
器
廃

絶
は
、
今
や
ら
な
け
れ
ば
取

返
し
が
つ
か
な
い
課
題
だ
か

ら
で
す
。そ
の
２
０
２
０
年
、

世
界
大
会
Ｎ
Ｙ
・
国
際
共
同

行
動
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
逆
流
を
許
さ
ず
、

核
兵
器
を
な
く
す
と
の
核
保

有
国
の
明
確
な
約
束
の
実
行

を
せ
ま
る
闘
い
で
す
。
核
保

有
国
・
核
の
傘
の
国
々
は
、

２
０
０
０
、
２
０
１
０
年
の

約
束
を「
時
代
遅
れ
」と
し
、

実
行
す
る
気
は
な
く
、
イ
ラ

ン
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
離
脱
の
動
き
と

安
全
保
障
環
境
の
強
化
を
理

由
に
核
兵
器
禁
止
条
約
と
Ｎ

Ｐ
Ｔ
と
は
矛
盾
す
る
と
し
て

無
視
し
続
け
る
姿
勢
で
す
。

一
方
、
非
核
国
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
第

６
条
と
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な

約
束
」
の
合
意
の
実
行
を
迫
り
、

禁
止
条
約
は
Ｎ
Ｐ
Ｔ
と
矛
盾
す
る

も
の
で
は
な
く
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
の
目
標

達
成
に
お
い
て
も
不
可
欠
と
主
張

し
、
全
面
対
決
の
状
況
。
Ｎ
Ｐ
Ｔ

会
議
の
直
前
に
開
催
さ
れ
る
世
界

大
会
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
は
、
非

核
国
と
連
携
し
、
核
保
有
国
を
国

際
世
論
で
追
い
詰
め
る
重
要
な
闘

い
で
す
。 

 

そ
し
て
、
被
爆
国
の
運
動
は
、 

重
要
な
位
置
を
し
め
て
い
ま
す
。 

禁
止
条
約
に
反
対
し
、「
橋
渡
し 

役
」
を
主
張
す
る
安
倍
政
府
は
、 

今
や
廃
絶
の
妨
害
勢
力
と
な
っ
て 

い
ま
す
。
昨
年
の
国
連
日
本
決
議 

案
は
核
保
有
国
に
よ
る
「
明
確
な 

約
束
」そ
の
他
の
合
意
も
削
除
し
、 

核
廃
絶
を
究
極
の
ゴ
ー
ル
と
先
送 

り
す
る
近
年
最
悪
の
決
議
案
で
す
。 

元
国
連
軍
縮
担
当
上
級
代
表
の
セ 

ル
ジ
オ
・
ド
ゥ
ア
ル
テ
氏
は
「
橋 

の
片
っ
ぽ
し
か
か
か
っ
て
い
ま
せ 

ん
」
と
核
保
有
国
の
代
弁
者
に
な 

 

      っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
さ
れ
て
い 

ま
す
。 

 

最
後
に
土
田
氏
は
核
兵
器
の
な 

い
世
界
実
現
へ
の
可
能
性
・
展
望 

に
つ
い
て
、「
今
は
困
難
が
あ
っ 

て
も
、
や
り
が
い
の
あ
る
時
期
」 

と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
の
言
葉
を 

紹
介
し
、
核
兵
器
反
対
の
市
民
社 

会
と
国
家
の
圧
倒
的
多
数
の
ユ
ニ 

ー
ク
な
共
同
が
、
大
国
の
横
暴
を 

抑
え
込
ん
で
世
界
の
方
向
を
決
め

る
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い

る
、
と
指
摘
し
ま
す
。
人
類
の
生

存
と
正
義
の
た
め
に
、
世
界
で
人

び
と
（
若
い
世
代
も
含
め

て
）
行
動
し
未
来
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
る
、
そ
の

結
節
点
が
今
度
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
行
動
で
す
。 

 

講
演

の
あ
と
、

各
府
県

の
交
流

が
行
わ

れ
、
ニ

ュ
ー
ヨ

ー
ク
参

加
者
が

決
意
を

表
明
し

ま
し
た
。

大
阪
か

ら
は
、

大
阪
平
和
委
員
会
の
片
方
真
佐
子

さ
ん
、神
野
淳
一
さ
ん
の
二
人（
上

の
写
真
）が
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 

 

二
日
目
は
日
本
被
団
協
の
木
戸

季
市
事
務
局
長
の
「
被
爆
７
５
年

を
迎
え
、
被
爆
者
運
動
の
現
状
、

仮
題
、
展
望
」
と
題
し
て
講
演
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
は
延
べ
１
４
０
名
、
大

阪
か
ら
は
２
１
名
（
被
爆
者
は
５

名
）
で
し
た
。 
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【用語解説】ＮＰＴ条約第 6 条 

「核兵器の不拡散に関する条約」 

1970 年発効した多国間条約。署名・批准した国は、英国・

ソ連（ロシア）・米国にその批准書を寄託することになって

いる。全１２条のほとんどが非核保有国に関する条約で不

平等な条約という問題点がある。その第 6 条が「全面的か

つ完全な軍備縮小に関する条約について、誠実に交渉を

行うことを約束する」との核保有国への縛りがあり、長い歴

史の交渉（闘い）中 2000 年ＮＰＴ再検討会議全会一致で

「核兵器廃絶の明確な約束」を合意しました。 
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２０２０年世界大会 inＮＹに８８名内定！ 

～被爆者をはじめ小学生から 8４歳幅広い参加者～ 

原水爆禁止世界大会 inニューヨーク 

賛同していただいた府下の自治体首長 

  □藤井寺 岡田一樹市長 

  □高石  阪口伸六市長 

    （１月２７日付到着分掲載） 

大阪原水協では府下自治体の首長に日本

被団協、日本原水禁、日本原水協、ＩＣＡ

Ｎなどがよびかけている 4 月からはじめ

る世界大会に賛同をもとめました。 

▲2010 年ＮＰＴの際、広島・長崎両市長と国連

事務総長とＮＰＴ議長に要請している 

 
 

大
阪
地
裁
不
当
な
判
決
！ 

・・
・原
爆
症
認
定
制
度
の
趣
旨
を
無
視
し
た
も
の
・・・ 

相次ぐ学習会！ 

2020年ＮＰＴ再検討会議＆原水爆禁止世界大会 inニューヨーク成功にむけて 

国
際
署
名
に
ご
協
力
を 

大
阪
原
水
協
が
作
成
し
た
「
被
爆
者
は
核
兵
器
廃
絶
を

心
か
ら
求
め
ま
す
」
ハ
ガ
キ
が
事
務
所
に
約
１
０
０
０
通
届

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

ご
紹
介
し
ま
す
。
（第
一
回
） 

現
在
（
１
月
末
）、

大
阪
原
水
協
に

登
録
さ
れ
て
い

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
参
加
者
は
８

８
名
で
す
。
個

人
９
名
、
労
働

１
１
名
、
地
域

３
名
、
団
体
６

５
名
で
す
。 

平
均
年
齢
は
５

４
歳
、
最
高
齢

者
は
８
４
歳
、

最
年
少
は
小
学

生
１
１
歳
で
す
。 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

ま
で
は
、
関
空

コ
ー
ス
や
成
田
、

羽
田
コ
ー
ス
に

わ
か
れ
て
行
き

ま
す
が
、
現
地

で
の
行
動
は
一
緒 

に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

そ
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
な
ど
二 

回
に
わ
た
っ
て
会
議
（
壮
行
会
含 

む
）
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

 

一
回
目
は
２
月
２
１
日
（
金
） 

午
後
６
時
半
、
エ
ル
お
お
さ
か
南 

館
（
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー
）
で
「
壮 

行
会
兼
学
習
会
」
を
実
施
し
ま
す
。 

 

学
習
（
講
演
）
は
、
世
界
大
会
国 

際
会
議
宣
言
の
起
草
委
員
長
の
冨 

田
宏
冶
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま 

す
。
こ
の
会
議
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク 

参
加
者
の
現
地
で
着
る
お
揃
い
の 

Ｔ
シ
ャ
ツ
を
お
渡
し
し
ま
す
。 

 

二
回
目
は
４
月
４
日
（
土
）
午 

後
２
時
か
ら
国
労
会
館
で
す
。
旅 

行
業
者
（
日
通
旅
行
）
か
ら
の
説 

明
や
班
編
成
を
し
て
現
地
で
グ
ル 

ー
プ
行
動
が
で
き
る
よ
う
に
し
て 

い
き
ま
す
。
こ
れ
が
最
後
の
会
議 

と
な
り
ま
す
。
現
地
で
の
活
動
の 

た
め
に
ち
ょ
っ
と
し
た
英
会
話
の 

勉
強
も
し
ま
す
。
参
加
を
お
願
い 

し
ま
す
。 

                

 

１
月
３
１
日
、
大
阪
地

裁
第
２
民
事
部
で
原
告
３

名
に
対
し
、
国
家
賠
償
請

求
を
認
め
ず
、
大
腸
が
ん

な
ど
の
疾
病
申
請
し
た
１

名
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

判
決
を
継
承
し
て
申
請
を

認
め
た
が
、
食
道
が
ん
、 
 

心
筋
梗
塞
を
申
請
し
た

原
告
２
名
に
つ
い
て
は
、
申
請
を 

               

認
め
な
い
国
の
判
断
を
認
め
る
不 

当
な
判
決
と
な
っ
た
。
被
爆
者
に 

対
し
て
急
性
症
状
及
び
入
市
の
事 

実
に
つ
い
て
厳
し
い
立
証
を
課
し
、 

さ
ら
に
「
そ
の
放
射
線
被
曝
量
が 

ど
の
程
度
か
を
具
体
的
・
定
量
的 

に
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と 

す
る
当
時
の
状
況
か
ら
み
て
被
曝 

線
量
の
確
定
は
到
底
不
可
能
な
こ 

と
を
求
め
る
不
当
な
判
決
と
な
っ 

て
い
ま
す
。
訴
訟
原
告
団
は
以
下

の
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊ 

４
月
２
４
日
か
ら
始
ま
る

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ

再
検
討
会
議
を
実
り
あ
る
会

議
に
す
る
た
め
、
そ
の
前
段

で
準
備
さ
れ
て
い
る
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
の
成
功
に
む

け
て
、
各
団
体
で
は
相
次
い

で
学
習
会
が
取
り
組
ま
れ
て

い
ま
す
。 

◇
１
２
月
２
１
日
、
高
槻
原 

 

水
協 

◇
１
月
１
５
日 

 

新
婦
人 

◇
１
８
日
ア
ー 

 

 

ト
フ
ェ
ア
ー 

 

 

新
春
懇
談
会 

◇
２
１
日
西
淀 

 
川
地
域
労
組 

◇
２
６
日
大
阪 

 

北
部
う
た
ご 

 

え
協
議
会 

◇
３
１
日
大
阪 

 

労
連
（
写
真
） 

◇
２
月
１
３
日
鳳 

 

ク
リ
ニ
ッ
ク 

◇
２
月
２
２
日
天

王
寺
平
和
委
員
会
な
ど
で
す
。 

         
 
 

                    

       

 

         

 

＊2 月 14 日（金）午後 7 時～ 

団体・地域代表者会議（府社会福祉会館） 

＊2 月 21 日（金）午後 6 時半～ 

ＮＰＴニューヨーク世界大会壮行会 

（エルおおさか南館） 

＊2 月 28 日（金）午後 1 時半～ 

ノーモアヒバクシャ高裁裁判（高裁 81 号） 

＊2 月 29 日～3 月 1 日（日） 

2020 年３・１ビキニデー集会 

 9:20 新大阪駅千成ひょうたん前 

 9:43 新大阪発ひかり 462 号乗車 

 詳細はＨＰ参照 

１．「新しい審査の方針」の誤りを認め、これを変更し、全原告を救済すること。 

２．被爆者が「裁判する必要がないように」被爆者援護法と原爆症認定の在り方

を抜本的に改め、被爆者の命のあるうちに問題を解決すること。 

３．唯一の原爆被爆国として核兵器の非人道性を国際世論に訴え、核兵器禁止条

約に加入し、核兵器廃絶国際運動の先頭に立つこと。 


